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年 頭 挨 拶 

 

日本綿スフ織物工業連合会 

会 長  平 松 誠 治 

 

 

令和４年を迎え、謹んで新春のお慶びを申し上げます。 

昨年はコロナで明けコロナで暮れた一年でしたが、明るい兆しも 

少し見え始めた新年をお迎えのことと存じます。 

 

新型コロナウイルス出現から２年、世界は大きく変わりました。多く 

の企業活動が制限されるなかでデジタル化が加速する一方、多発

する異常気象は地球が危機的状況にあることを告げており、世の中が変わったのだから、

私たちも変化していかなければいけないと考えます。すでに一部の産地機業がデジタル化

を進め、サステイナブルを意識したビジネスに取り組み始めており、徐々にその成果があら

 

「年頭挨拶」平松誠治（日本綿スフ織物工業連合会長）／「年頭所感」藤木俊光

（経済産業省製造産業局長）／「年頭所感」角野然生（中小企業庁長官）／ 

「年頭所感」永澤 剛（経済産業省製造産業局生活製品課長） 

綿工連綿’ｓ倶楽部委員会開催／繊産連常任委員会開催／JFW-Premium 

Textile Japan ２０２２A/W、JAPAN CREATION ２０２２開催／JETRO ロンドン・

パリ・ミラノテキスタイル商談会開催／令和３年度補正予算成立／令和４年度

予算案閣議決定／令和４年度税制改正大綱閣議決定／セーフティネット保証

対象業種に指定／ＲＣＥＰ韓国２月１日に発効／綿工連産地・企業の新聞記事

一覧（２０２１年１２月）／特許公開情報 
                                                   

 

主 な 内 容 
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われています。 

デジタル化導入により織物製造、工場経営は効率化できます。サステイナブルは繊維の

新たな可能性を引き出してくれます。改めて言うまでもなく繊維は我々の生活に不可欠なも

のです。その繊維に関わっているという自負を持ち、今年はこれらの取り組みを一体になっ

て進め、ウィズ／アフターコロナの社会に貢献していく所存です。 

 

綿工連としては、第９回となる「綿織物産地素材展」を３月開催で準備を始めました。 

また、引き続き産地間交流、企業間交流を進め、そのひとつとして、次世代を担う綿工連

綿’ｓ倶楽部（旧青年部）のメンバーが将来への夢を描けるよう支援と連携に尽力します。 

そのほか、昨年１０月、全国の中小繊維製造業者の集まりで Sustainable Textile  

manufacturers Japan（Ｓ . Ｔ Japan）が立ち上がりました。綿織物業界以外に、合繊・ウー

ル・シルク・ニット・染色・縫製と様々な分野の製造業者と交流し、国際認証の勉強会など、

繊維製造業が元気になるよう取り組んでまいります。 

一般財団法人での助成金事業も継続いたします。２０１９年度から申請書類の簡素化等

を図り、従来の新商品開発、販路開拓等需要振興や生産性向上のための設備投資、最近

では、デジタル関連の案件も増え、前向きな仲間を応援してまいります。 

 

本年こそはコロナから反転上昇と意気込むも、足元では綿花をはじめとする原材料や原

油高が懸念されますが、我々はこれまで何度も危機的状況を突破してきました。私たちは世

の中で必要とされているから、今日現在残っているのです。自社の強みを最大限に発揮し

て、ウィズ／アフターコロナの新しい社会に向かって進んでいきましょう。 

 

令和４年元旦 

 
 

年 頭 所 感 

 

経 済 産 業 省 

製 造 産 業 局 長 

                                              藤 木 俊 光  

 

(はじめに) 

明けましておめでとうございます。令和４年の年頭に当たり、一言御挨拶申し上げます。 

まず、新型コロナウイルス感染症で健康面や生活面などで影響を受けておられる方々に、

心からお見舞い申し上げます。また、産業界の皆様には、テレワークの推進や時差出勤、
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職域接種によるワクチン接種の加速など、様々な形で御協力をいただき、改めて感謝申し

上げます。 

昨年は、先進国を中心にワクチン接種が進み、経済活動の回復の兆しが見えた一方で、

東南アジアでロックダウンによるサプライチェーンの混乱が生じるなど、コロナの影響が残る

１年でした。こうした中、経済産業省としては、中小・中堅企業の経営支援に全力で取り組

むとともに、生産拠点の集中度が高い製品・部素材や国民が健康な生活を営む上で重要な

物資の国内生産拠点等整備を促すべく、令和２年度補正予算等において措置した「サプラ

イチェーン対策のための国内投資促進事業費補助金」により、これまでの二度の公募で合

計約３５０件、約５,１００億円を採択するなど、蓄電池や半導体を含む重要物資のサプライ

チェーン強靭化を進めてまいりました。 

こうした足下の措置を着実に進める一方で、ポストコロナも見据えた対応も進めていかな

ければなりません。特に、国際的な脱炭素の流れや人権への関心の高まりなど、サステナビ

リティに対する認識が強まっているほか、経済安全保障をめぐる国際情勢の変化や、更なる

デジタル化の加速など、製造業を巡る環境変化は速度を増しており、官民一体となった取

組が必要です。 

 

(２０５０ カーボンニュートラルの実現) 

国際的な脱炭素の流れが加速しています。こうした中一昨年、我が国も「２０５０カーボン

ニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことを宣言し、昨年には、２０３０年度の新たな温

室効果ガス削減目標として、２０１３年度からの４６％削減、さらに５０％の高みに向けて挑戦

を続けるという新たな方針を示しました。 

これを実現するためには、エネルギー関連分野に留まらず、自動車、航空機、鉄鋼、化

学などの様々な産業分野においてチャレンジをしていかなければなりません。そのため、昨

年には、「グリーン成長戦略」を具体化し、産業・運輸部門を含む１４の重要分野について実

行計画を策定しました。 

例えば、自動車分野においては、「２０３５年までに乗用車の新車販売で電動車１００％を

実現する」という野心的な目標を設定しました。今後、この目標の実現に向け、蓄電池に加

え、水素、ｅ-ｆｕｅｌ等の研究開発を進めるとともに、充電・水素インフラの整備や購入支援を

通じた電動車の普及促進、大規模製造拠点の立地推進、さらにはサプライヤーの構造改革

の支援など、総合的に取り組んでまいります。 

さらに、我が国のＣＯ₂排出量の約１/４を占める鉄鋼、化学などの基礎素材産業分野にお

ける脱炭素化推進に向けた研究開発・調査事業等の支援や、水素航空機・電動航空機と

いった次世代航空機で求められる技術開発の促進など、個別産業分野の脱炭素に向けた

取組についても、グリーンイノベーション基金をはじめとしたあらゆる予算措置を活用しなが

ら、強力に推進してまいります。 
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(人権尊重に向けた取組) 

近年、国際社会において人権問題への関心が高まる中、企業による人権尊重に向けた

取組がより一層求められております。昨年１０月に開催されたＧ７貿易大臣会合においては、

グローバル・サプライチェーンにおいて強制労働が行われないよう取り組んでいくとの共同

声明がとりまとめられました。日本企業は、その原料の調達をはじめとするサプライチェーン

全体について、自らの事業における人権に関するリスクを特定し、対策を講じる必要に迫ら

れております。 

こうした中、我が国政府においても、一昨年１０月には「ビジネスと人権」に関する行動計

画を策定し、「人権デュー・ディリジェンス」の導入を期待する旨を表明しました。さらに、製

造業における先行的取組として、繊維産業においてサステナブルな取組を促進すべく、昨

年、「繊維産業のサステナビリティに関する検討会」を設置し、ビジネスと人権への取組を含

む「持続可能性」に関する取組についての報告書をとりまとめました。 

この通り、経済産業省としては、関係省庁や産業界とも連携しながら、企業の人権尊重に

向けた取組を引き続き推進してまいります。 

 

(経済安全保障) 

昨今、ＡＩ・量子といった安全保障上のインパクトを有する新興技術や、それを支える先端

半導体等の基盤技術を巡る覇権争いが激化しています。さらに、米中をはじめとする主要

国・地域が戦略的物資の確保や重要技術の獲得に向けて、巨額の産業政策を打ち出すな

ど、経済と安全保障が密接不可分な領域における対応が重要になっています。 

このような状況を踏まえ、我が国としては、経済安全保障政策の大きな方向性として、経

済構造の自律性の向上、技術優位性ひいては不可欠性の確保、基本的価値・ルールに基

づく国際秩序の維持・強化を掲げ、政府を挙げた対応を進めているところです。経済産業

省としては、半導体・重要鉱物などのサプライチェーン強靭化や重要技術基盤の強化、輸

出・投資管理による機微技術管理、エネルギーなどの基幹インフラにおける脅威の低減等

の取組を進め、我が国の経済安全保障に貢献していきます。 

 

(デジタル社会の実現) 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、リモートワークといった日常生活におけるデ

ジタル化が浸透したことに加え、行政においてもデジタル庁が設置されるなど、社会全体の

デジタル化への取組が進んでおります。こうした中、我が国製造業においても、非接触や非

対面といった「新たな日常」への対応、そして新たな付加価値の創出に向けて、より一層デ

ジタル技術を活用していくことが求められています。例えば、既に自動車産業は「CASE」と

呼ばれる潮流の中にあり、自動運転やシェアサービスなどデジタル技術を生かした価値創

造が進んでいます。 

また、昨今は、製造業のみならず、小売り・サービス分野等でのデジタル化の進展も顕著
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になっております。例えば、これまで工場への導入が主だったロボットについても、小売業や

物流分野等での普及が進んでおり、生産性の向上や省人化につながっています。これをよ

り一層進めるため、経済産業省では、ユーザー側がロボットを導入しやすい環境、いわゆる

「ロボットフレンドリー」な環境の構築に向けた研究開発や実証実験に取り組んでおります。

その取組の一環として、昨年１１月、経済産業省内においても、コンビニエンスストアにバッ

クヤード作業を行うロボットを導入しました。こうした成果も活用しながら、引き続き、更なる環

境整備に努めてまいります。 

さらに、ドローンについては、昨年に国土交通省が航空法を改正し、本年中に、第三者

上空での目視外飛行、いわゆるレベル４が実現可能になる予定です。経済産業省としても、

複数のドローンの同時運航を支えるための運航管理システムの研究開発を実施しており、ド

ローン運航のための基盤整備を進めているところです。また、セキュリティの確保が求められ

る政府機関や重要インフラでのドローン活用に向けては、高い安全性や信頼性を確保した

安全安心なドローンの開発を推進しており、昨年１２月には政府や企業向けに機体販売も

開始されました。こうした取組により、インフラ点検や離島物流、そして災害対応など様々な

分野でドローンの利活用が進むことを期待しています。 

「空飛ぶクルマ」については、２０２５年の大阪・関西万博での商用運航開始を目標とし制

度整備を進めるとともに、来年度より社会実装に向けた研究開発プロジェクトを開始する予

定です。経済産業省としては、こうした取組を通じて、未来の豊かなモビリティ社会を構築し

てまいります。 

 

(賃上げ・下請等取引適正化) 

成長と分配の好循環を生み出す、新しい資本主義を実現していくためには、民間部門に

よる分配の強化が重要です。政府としては、民間企業の賃上げを強力に支援するため、税

額控除率を大企業で最大３０％、中小企業で最大４０％に拡充するなど、思い切った税制

措置を講ずることを決定しました。産業界の皆様におかれましても、是非御協力を頂きたい

と思います。 

また、取引先も含む多様なステークホルダーへの分配を実現するためには、サプライ 

チェーン全体での取引適正化や、取引条件の改善も重要な課題です。昨年は、９月を価格

交渉促進月間と設定し、セミナーや講習会、広報活動などを通じて、発注側企業に対する

取引環境の改善に向けた取組の普及・啓発を進めました。 

さらに、各業界団体の皆様には、昨年改正した下請中小企業振興法・振興基準の内容

等を踏まえた、自主行動計画の策定・改定を実施いただき、取引適正化に向けた自主的な

取組を進めていただきました。加えて、２０２０年に導入した、企業が取引先との新たな連携

や望ましい取引慣行を遵守することを宣言する「パートナーシップ構築宣言」の仕組みにお

いては、目標としていた２０００社を大きく超える企業の皆様に宣言いただきました。この場を

借りて、産業界の皆様の御尽力・御協力に心より感謝申し上げます。 
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今後とも、適正価格での取引の実現やサプライチェーン全体での共存共栄関係の構築

を目指し、「パートナーシップ構築宣言」の取組の更なる拡大、実効性の向上に向けて、皆

様と連携させていただきながら取り組んでまいりたいと思います。 

 

(福島) 

福島の復興は経済産業省の最重要課題です。一昨年開所した福島ロボットテストフィー

ルドは、「福島イノベーション・コースト構想」の中核となる施設であり、ロボットに加えて、ド 

ローン、空飛ぶクルマといった次世代の空モビリティの研究開発・実証や制度整備等を推進

する上で極めて重要な拠点となっています。 

さらに、新型コロナウイルス感染症の影響により延期となっていた「World Robot Summit  

２０２０」を９月に愛知県、そして１０月には福島ロボットテストフィールドにて開催いたしました。

これはロボットの研究開発及び社会実装を加速するための国際大会であり、福島では 

３日間で４０００名近くの来場者数を記録、盛況のうちに終了いたしました。今後、同大会の

成果も活用しつつ、日本のロボット研究開発拠点としての福島の存在感を国内外に発信し

てまいりたいと考えています。 

また、福島の復興に向け、経済産業省や復興庁では、福島浜通りへの企業立地や福島

浜通りでの実用化開発への補助金、税制等の支援策を用意しています。こうした支援策を

活用し、新たなロボット、ドローン、空飛ぶクルマ、更にはスマートモビリティの開発などが進

んでいます。皆様におかれましても、御活用とともに、福島浜通りへの進出を御検討いただ

ければ幸いです。 

 

(おわりに) 

新型コロナウイルスの感染拡大についてはまだまだ注視が必要な状況ではありますが、

経済産業省としては、これまでに述べたような様々な施策を総動員し、産業界の皆様とも連

携しながら、我が国製造業の成長のために全力を尽くしていく所存です。 

最後に、産業界の皆様の益々の御発展と、本年が素晴らしい年となることを祈念して、年

頭の御挨拶とさせていただきます。 

 

 

年 頭 所 感 

 

中 小 企 業 庁 長 官 

角 野 然 生 

 

令和４年という新しい年を迎え、謹んで新春のご挨拶を申し上げます。 
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昨年を振り返ると、長期化する新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの中小企業・

小規模事業者の皆様が厳しい経営状況に直面された一年だったのではないかと思います。

こうした中でも、全国の事業者の皆様におかれましては、事業を継続し、雇用を守り、地域

社会を支えていただいていることに、改めて敬意を表し、感謝を申し上げます。 

 

新型コロナの影響が続く中、中小企業庁としても、皆様の事業の継続・回復を下支えする

ため、昨年末の補正予算で、２.８兆円の事業復活支援金を措置しました。加えて、政府系

金融機関による実質無利子・無担保融資を年度末まで延長するなど、事業者の皆様の資

金繰りに万全を期してまいります。 

その上で、今年、成し遂げなければいけないこと、それは、ポストコロナの経済社会システ

ムに向けた「転換」です。そして、日本の「転換」を進めるためのカギは、「成長」と「分配」の

好循環の実現です。 

世界に目を向けると、カーボンニュートラルに向けたグリーン投資の拡大や、情報の利活

用・デジタル化の急激な進展、ドローンや自動運転などの将来技術の拡大など、コロナを一

つのきっかけに、成長の実現に向けた大転換が進んでいます。この大きな流れに、日本だ

けが乗り遅れるわけにはいきません。 

グリーンやデジタルなど新分野への展開や生産性向上につながる取組に果敢にチャレン

ジする中小企業の皆様を、事業再構築補助金、生産性革命推進事業などで支援いたしま

す。 

さらに、経営者の高齢化が進む中、多くの中小企業の皆様が、事業を次の世代に引き継

いでいく事業承継や、M＆A による事業拡大など、企業戦略として大きな「転換」が必要な場

面に直面することもあろうかと思います。これからも、税制や補助金により、中小企業の皆様

の事業承継、M＆A を後押ししてまいります。加えて、中小企業自身の「転換」を後押しする

ため、事業者に寄り添い、対話と傾聴を重ねることで、事業者の経営課題設定を助け、解決

に導く「課題設定型伴走支援」を日本全国に展開していきます。 

成長への投資を進めると同時に、適正な「分配」を実現することも重要です。サプライ 

チェーンの強靱化・再構築が進む中、連携して製品・サービスを提供する大企業と中小企

業は、共に同じ目標を目指す「イコールパートナー」です。大企業と中小企業が連携して高

い付加価値を生み出し、それに見合った適切な利益を享受できるよう、パートナーシップ構

築宣言の拡大など、取引適正化に向けた取組を官民連携して進めてまいります。 

 

２０２２年は寅年です。新型コロナという未曾有の危機に直面する中、したたかに「虎視眈

眈」とチャンスをうかがう中小企業の皆様の挑戦を後押しできるよう、中小企業庁は全力を尽

くしていく決意です。 

本年が、皆様にとって実りある、飛躍の年となるよう心より祈念し、新年のご挨拶とさせて

いただきます。 
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年 頭 所 感 

 

経 済 産 業 省 

製造産業局生活製品課長 

                                                 永  澤   剛  

 

令和四年の年頭にあたり、謹んで新春のお慶び申し上げます。  

 

昨年は、新型コロナウイルスとの厳しい戦いを余儀なくされた一年でした。足下では、国

内の感染者数は落ち着きを見せておりますが、新たに報告されたオミクロン株が多くの国で

確認されるなど、新型コロナウイルスとの戦いは続いています。 

経済産業省としては、コロナ禍で傷ついた事業者への支援として、政府系金融機関によ

る実質無利子・無担保融資を年度末まで延長するとともに、コロナ禍による新たな事業環境

への変化に対応しようとする取組などを、「事業再構築補助金」、「生産性革命事業」の拡充

によるグリーン・デジタル投資の加速化や、伴走支援によって支えることで、中小企業の事

業継続と成長を後押ししていきます。 

我が国の繊維産業は、厳しい国際競争の中で培われてきた技術力、繊細さや表現力に

より、私達の日々の暮らしの質をよりよくし、生活文化の発展に貢献することができる産業で

す。国内産地が“世界の産地”として発展する潜在的な力があると確信しています。今後、

以下のような取組を官民で推進していきたいと思います。 

第一に、サステナビリティです。２０１５年、国連での「持続可能な開発目標」（SDGs）の採

択以降、サステナビリティへの取組が活発になる中、当省においても、昨年２月に、「繊維産

業のサステナビリティに関する検討会」を設置し、「環境配慮」、「責任あるサプライチェーン

管理」等について、業界や有識者の方とも議論を重ね、７月に報告書をとりまとめて公表しま

した。「責任あるサプライチェーン管理」については、同検討会の提言を受け、昨年１１月に

当省立ち会いの下、日本繊維産業連盟と国際労働機関（ILO）との間で、繊維産業の責任

ある企業行動の促進に向けた協力のための覚書（MOU）の署名がなされ、ガイドライン策定

の検討がされています。サステナビリティの推進のためには、一企業だけでなく、サプライ

チェーン全体での取組が重要となることから、皆様の一層の取組を期待します。 

第二に、デジタル化です。コロナ禍において、デジタル技術を活用した在庫管理やＤtoＣ 

（Direct to Consumer）に取り組む企業が見受けられます。デジタル化は、コストメリットもあり

ますが、新しい事業展開を可能にする大きな可能性を持っています。繊維産業が多段階で

複雑なサプライチェーン構造であるがゆえに、デジタル化の促進で新しい価値を作っていく

ことが可能です。ＩＴ導入補助金やＤＸ投資促進税制等の支援策を用意していますので、是

非ともご活用ください。 
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第三に、海外市場の開拓です。本年１月１日に「地域的な包括的経済連携（RCEP）協定」

が発効しました。これにより、世界全体のＧＤＰ及び貿易総額の約三割を占める巨大な自由

貿易圏が成立することになります。自由貿易圏が広がる中、衣料用、工業用ともに高い機能

性、品質を持ち、レベルの高い縫製技術、ファッション性あるデザインを有する日本の繊維

製品は、更なる輸出拡大が期待されます。政府としては、日本貿易振興機構（ジェトロ）、中

小企業基盤整備機構（中小機構）などの支援機関と連携し、海外展開を図る中堅・中小企

業などに対して、事業計画の策定から販路開拓に至るまでの総合的な支援を提供する「新

輸出大国コンソーシアム」を形成しています。今後も皆様に対し情報提供や活用可能な 

ツールの紹介を行うとともに、通商交渉・二国間協力等を通じた環境整備に引き続き取り組

むなど、海外市場開拓を支援していきます。 

第四は、コンプライアンスの遵守です。繊維産業では、多くの外国人技能実習生を受け

入れていますが、残念ながら労働関係法規の違反事例が数多く報告されています。２０１８

年６月に繊維産業技能実習事業協議会で決定した「繊維産業における外国人技能実習の

適正な実施等のための取組」に基づき、引き続き、技能実習にかかる法令遵守等の徹底を

お願いいたします。また、昨年９月には「繊維産業の適正取引の推進と生産性・付加価値向

上に向けた自主行動計画」も改訂がなされました。業界の長年の課題である取引適正化の

推進についても、積極的に取り組んでいただくようお願いします。 

第五は、事業承継です。今後も企業が事業を継続的に発展させていくためにも、次世代

への円滑な事業承継が求められています。中小企業による経営資源の集約化等を促す税

制を始めとした各種支援策を是非ともご活用ください。 

コロナ禍により、多くの繊維産業関連企業の売上が落ち込むとともに、消費者ニーズの変

化に見舞われています。一方で、ＤｔｏＣなどの動きが活発化してきているほか、スマートテキ

スタイル等の新しい市場でも動きがあります。変わりゆく産業構造や社会構造を踏まえ、繊

維産業における今後の方向性を議論・検討するため、昨年１１月、産業構造審議会に「繊維

産業小委員会」を設置しました。同小委員会において２０３０年に向けた検討を進め、今春、

とりまとめを予定しています。より良い方向性を示せるよう、皆様のご意見やご指導を賜りた

いと存じますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

最後に、日本綿スフ織物工業連合会始め、我が国の繊維産業が大きな変革の時代を乗

り越え、飛躍する一年になることを祈念して、新年の挨拶とさせていただきます。 
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●綿工連綿’s 倶楽部委員会開催 

１２月４日（土）、大阪綿業会館において綿工連綿’ｓ倶楽部委員会が開催され、各産地よ

りリモートも含め８名が出席した。当日は①全国交流会について、②綿工連より中小企業施

策、予算について説明があり、その後意見交換となった。 

全国交流会は３月５日（土）に横浜市において開催。２年ぶりに顔を合わせての情報交換

の場とする。 

 

●繊産連常任委員会開催 

１２月１５日（水）、日本繊維産業連盟の常任委員会が東京・日本橋で開催され、当会より

平松会長と金澤専務が出席した。 

当日は経済産業省製造産業局から藤木局長、柴田審議官、永澤生活製品課長他、商

務・サービスグループから俣野ファッション政策室長の出席があった。鎌原繊産連会長と藤

木局長の挨拶の後、１月１３日（木）の総会に提出される議題について諮られ了承された。 

 

●JFW-Premium Textile Japan ２０２２A/W、JAPAN CREATION ２０２２開催 

１２月７日（火）と８日（水）の両日、東京国際フォーラムにおいて一般社団法人日本ファッ

ションウィーク推進機構主催の「Premium Textile Japan ２０２２A/W（ＰＴＪ）」、「JAPAN 

CREATION ２０２２（ＪＣ）」が同時開催された。 

ＰＴ Ｊは綿工連傘下企業では、古橋織布（遠州）、井原デニムで備中織物構造改善工業

組合（クロキ、日本綿布、岡本テキスタイル）と、カイハラ（広島）。 

Ｊ Ｃには高島織物工業協同組合（川島織布、木村織物、駒田織布、坂尾織物、杉岡織

布、高麻、本庄織布、マスダ）、播州は北播磨地場産業開発機構で（桑村繊維、服部テキス

タイル、播、貢織布）、岡山織物構造改善工業組合（ショーワ、タケヤリ、丸進工業）が出展し

た。 

 

●JETRO ロンドン・パリ・ミラノテキスタイル商談会開催 

ＪＥＴＲＯ（日本貿易振興機構）は、１２月１日（水）から２月２８日（月）まで、日本企業の企

業情報と代表的な生地をスワッチブックにとりまとめ、ロンドン・パリ・ミラノに送り、商談の機

会を提供する事業を実施している。現地ジェトロ事務所スタッフのフォローのもと直接バイヤ

ーにスワッチブックを見てもらい、サンプル生地送付の要望をとり、その情報を参加企業様

にフィードバックする、という形式の商談会となっている。綿工連傘下からは２社が出展。 

また、ジェトロ広島・ジェトロ岡山主催「備中備後デニム販路拡大プロジェクト－デニムテキ

スタイル・スワッチブック商談会－」を同様の開催方法でミラノ・パリ・アムステルダム・ニューヨ

ークで実施している。こちらは岡山、備中産地から綿工連傘下企業は４社出展。 

 
 

https://www.jetro.go.jp/events/hir/7511f6c72fa4a526.html
https://www.jetro.go.jp/events/hir/7511f6c72fa4a526.html
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●令和３年度（２０２１年度）補正予算成立 

１２月２０日、第２０７回臨時国会において１１月２６日に閣議決定された令和３年度第１号

補正予算が成立した。一般会計の歳出（支出）総額は補正予算としては過去最大の３５兆 

９,８９５億円。この内新たな経済対策には３１兆５,６２７億円を計上。経済産業省は５兆４,２９０

億円、内中小企業関係は３兆８,５９４円。（詳細は本誌２０２１年１２月号に掲載） 

 

●令和４年度（２０２２年度）予算案閣議決定 

１２月２４日、令和４年度予算案が閣議決定された。一般会計の総額は令和３年度当初比

９,８６７億円増の１０７兆５,９６４億円。経産省の中小企業対策としては１,１１８億円でコロナ禍

の経済情勢に対応するための支援を打ち出している。「ものづくり等高度連携・事業再構築

促進事業」が新設された。（詳細は本誌２０２１年９月号に掲載） 
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●令和４年度（２０２２年度）税制改正大綱閣議決定 

与党税制調査会が２０２２年度の税制改正の方針をまとめた「税制改正大綱」が、１２月２４

日に閣議決定された。 

賃上げ税制の拡充や、交際費特例や事業譲り受け時の不動産取得税の特例措置延長、

法人版事業承継税制の申請期限の延長など中小企業の経営に関わる内容も多く含まれて

いる。（本誌２０２１年９月号に関連記事掲載） 
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●セーフティーネット保証対象業種に指定 

経済産業省は、業況の悪化している業種に属する事業を行う中小企業者を対象とする 

セーフティネット保証５号について、２０２２年１月１日～３月３１日分の対象業種に「綿スフ織

物業」を指定した。 

 

 

●ＲＣＥＰ韓国２月１日に発効 

昨年１２月３日、韓国がＲＣＥＰ協定の批准書をＡＳＥＡＮ事務局長に寄託した。これにより

６０日後の２０２２年２月１日に韓国についてもＲＣＥＰ協定が発効となる。昨年１１月２日には

日本、オーストラリア、ブルネイ、カンボジア、中国、ラオス、ニュージーランド、シンガポール、

タイ、ベトナムの１０カ国が寄託を終え、本年１月１日に発効している。 

 

※新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者への支援パンフレット（随時更新） 

https://www.meti.go.jp/covid-19/pdf/pamphlet.pdf    

 

〇業種別支援策リーフレット（製造業向けは ３／１８～４／１８ページ）      

https://www.meti.go.jp/covid-19/leaflet/leaflet.pdf            
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●綿工連産地・企業の新聞記事一覧 （２０２１年１２月） 

 

 繊維ニュース  

１２月 １日 井原市のキャラクター製作 「青木被服」、 「日本綿布」「クロキ」のデニム使用（備中） 

１２月 ６日 ＜サステナブル・ファッションビジネス ｉｎ大阪・関西＞ 「高麻」 【琵琶の葦布】 訴求（高島） 

１２月 ６日 「高麻」【琵琶の葦布】拡販へ 産地内協業も積極化（高島） 

１２月 ７日 岡山県 パリで「岡山デニムコンクール」 服飾専門学校と連携し 

１２月 ８日 ＜ＪＦＷ－ＪＣ＞ 「岡山組合」出展 「タケヤリ」【タイガー帆布】、「丸進工業」リネン帆布、「ショーワ」ナイロンデニム発信 

１２月 ８日 １０月の岡山県織物生産 ４カ月連続で前年上回る（岡織工組纏め） 

１２月 ９日 ＜ＰＴＪ＞&＜JFW-JC＞ 連続出展２９社を表彰 「カイハラ」「古橋織布」は連続２１回 

１２月１０日 ＜リアル播州織＞展 特設サイトで魅力発信 製造現場の一般公開も 

１２月１４日 ＜三備ユニフォームフェア＞ 「タカヤ商事」 １月１１～１４日 広島県立ふくやま産業交流館（備中）  

１２月１４日 「地域資源文化研究所（岡山県）」 新製品のヒント展示 「ショーワ」、「クロキ」が参加 

１２月１６日 北播磨地場産業開発機構 HP 刷新し【播州織ショップ】新設 

１２月１６日 「サーキュラーコットンファクトリー」 繊維ごみ再生PJ発信 岡山でパートナー募る 「ショーワ」「丸新工業」が参加 

１２月１７日 「岡本テキスタイル」 縫製拠点の活用強化／生地とモデルのマッチングシステム訴求（備中） 

１２月２１日 『特集カーテン』 「維研」 生地品種拡大を推進 ホテル向け開拓にも注力（江南） 

１２月２１日 「維研」 【クールシルバー】 放熱繊維でユニフォーム開拓 ファン付ウエアと相乗効果を（江南） 

１２月２２日 「タケヤリ」 撥水タイガー帆布のサコッシュ（岡山） 

１２月２３日 ユニフォーム２２春夏 「タカヤ商事」 １月19～2１日 大阪支店ＳＲ ２月１～４日 東京支店ＳＲ（備中）  

１２月２３日 【カイハラデニム第２弾】 ジャージーのような着心地実現 「Ａｓａｈｉｃｈｏ」（広島） 

１２月２４日 「Ｓ．Ｔ Ｊａｐａｎ」 ＳＤＧｓ達成へ本格始動 中小繊維製造業の持続を 

１２月２７日 工場が地域活力の源に 播州織産地では初のオープンファクトリーの試み １２月１３～19日 

 

繊 研 新 聞 

１２月 ３日 JFW推進機構 ミラノウニカへ出展再開 「篠原テキスタイル」（ジャパンデニム）出展（広島）  

１２月 ３日 「エドウィン」２２年に【５０３】全て再生素材採用 「篠原テキスタイル」が織布（広島）  

１２月 ７日 「維研」【クールシルバー】 ＢｔｏＢ事業開始（江南） 

１２月 ７日 「カイハラ」 グローバル競争へ積極投資 コスト、サステイナブル対応 スマートファクトリー化も（広島）  

１２月 ８日 ＜ＪＦＷ－ＪＣ２０２２，ＰＴＪ２２年秋冬＞ サステイナブル素材が目白押し 

           「播州織総合素材展」 オーガニック茶綿や生分解ラメ使いなど 

           「カイハラ「」 アップサイクルデニムを開発（広島） 
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１２月 ９日 ＜リアル播州織オンライン展示会＞開催 工場からライブ配信、オープンファクトリーも 

１２月１０日 高島織物組合２２年春夏向け 差別化素材使い広がる アウター、秋冬向けも  

１２月１５日 「知多織の新美」 三共晒と共同でＯＣＳ取得 オーガニック綿生地を受注生産 

１２月１７日 折り鶴再生糸でスニーカー「スピングルカンパニー」、 「篠原テキスタイル」が協力（広島） 

１２月２１日 北播磨地場産業開発機構 ホームページをリニューアル 

１２月２２日 『ものづくり最前線 日本の逸品』 「ジスクリエーションのイスザブ」 【倉敷帆布】使用（岡山） 

１２月２３日 【神戸タータン】の自販機 播州織のハンカチなど販売 

１２月２４日 ８５の中小企業で「ＳＴジャパン」始動 垣根越え持続可能な産業へ 

●特許公開情報 

２０２１年１２月に公開された織物の製造方法に関する、特許公開情報です。 

特許電子図書館 HP： https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

検索範囲： 4L048, D03D1/00～D03D27/00  

[特許公開情報] （２０２１年１２月公開分） 

＜１２月分＞   

項番 文献番号 出願人 発明の名称 

1 特開 2021-183656 旭化成(株) プリプレグ 

2 特開 2021-183732 東レ(株) ポリエステル仮撚糸および編織物 

3 特開 2021-187157 積水化学工業(株) 繊維シート 

4 特開 2021-188143 帝人(株) 
二重織物および積層難燃生地および繊維製

品 

5 特開 2021-188151 ユニチカ(株) スペーサー用部材 

6 特開 2021-188156 東レ(株) 仮撚糸及び織編物 

7 特開 2021-188157 三菱ケミカル(株) 複合加工糸、複合加工糸を含む織編物 

8 特開 2021-188173 楠橋紋織(株) タオル織物 

9 特開 2021-188174 東レ(株) 複合繊維 

10 特開 2021-188196 帝人(株) 布帛および繊維製品 

11 特開 2021-188246 
バルメット  テクノロジーズ  オ

サケユキチュア（フィンランド） 

繊維ウェブを製造するための産業用テキス

タイル 

12 特開 2021-194849 

(株)トーヨプロセス 

坂本  秀男（愛知県） 

横井  直（愛知県） 

炭素繊維複合材 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
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13 特開 2021-195680 帝人フロンティア(株) 織物および衣料 

14 特開 2021-195681 帝人(株) 布帛および繊維製品 

15 特開 2021-195689 信越化学工業(株) 
アニールド石英ガラスクロスとその製造方

法 

16 特開 2021-195755 ユニチカ(株) 
膜天井用シート及び該膜天井用シートを用

いた膜天井 

17 特許 6978547 伊澤タオル(株) 吸水性布製品 

18 実登 3235379 日本フイルコン(株) 工業用織物 

“ジャパン・コットン・マーク”は 
優れた国産綿素材製品の証明です 

 

国産綿素材の優れた品質をアピールして需要振興を

図るため、国内で製造した綿素材の織物を使用した

繊維製品に対してジャパン・コットン・マークの表示を

推進しております。 
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 綿工連 ２０２１年（令和３年） 一年の動き  

１月１４日 ………… 繊産連役員総会（東京プリンスホテル） 

２月１０日 ………… 第１３７回繊維通商問題委員会（東京・繊維会館） 

３月 ５日 ………… 綿工連綿’ｓ倶楽部全国交流会 《中止》 

３月１６日 ………… 綿スフ工連／綿工連／同交会理事会（大阪・綿業会館） 

３月２５～２６日 …… 第８回綿織物産地素材展（綿工連会館１階） 

４月 ２日 ………… 繊産連幹事会 《オンライン》 

４月２２日 ………… 綿スフ工連／綿工連／同交会監事会（綿工連会館） 

５月１３日 ………… 第１３８回繊維通商問題委員会 《オンライン》 

５月２５日 ………… 綿スフ工連／綿工連通常総会、同交会理事会・評議員会（大阪・綿業会館） 

５月２５～２６日…… ＪFW-Premium Textile Japan ２０２２Ｓ/Ｓ（東京国際フォーラム） 

６月１２日 …………  綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（大阪・綿業会館） 

７月 ８日 …………  繊産連常任委員会／外国人技能実習・取引適正化推進委員会（東京 ・日本橋） 

７月 ９日 ………… 繊維産業流通構造改革推進協議会取引改革委員会（東京・ＴＦＴビル） 

８月 ３日 ………… 責任ある企業行動のガイドライン準備委員会 《オンライン》 

８月 ５日 ………… 第１３９回繊維通商問題委員会 《オンライン》 

９月 ４日 ………… 綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（大阪・綿業会館） 

９月１３日 ………… 責任ある企業行動のガイドライン第１回委員会 《オンライン》 

１１月 ５日 ………… 第１４０回繊維通商問題委員会 《オンライン》 

１１月 ８日 ………… 綿スフ工連／綿工連／同交会監事会（綿工連会館） 

１１月１１～１２日……   第３６回ビワタカシマ素材展２０２３春夏（大阪・綿業会館） 

１１月１５日 ………… 綿工連産地組合事務局会（大阪・綿業会館） 

１１月１６日 ………… 第１０回日中韓繊維産業協力会議（帝国ホテル大阪） 

１２月 ４日 ………… 綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（大阪・綿業会館） 

１２月 ７～８日 ……  JFW-Premium Textile Japan ２０２２ Ａ/Ｗ、JFW-Japan Creation ２０２２ 

（東京国際フォーラム） 

１２月１５日 …………  繊産連常任委員会（東京・日本橋） 

１２月２０日 …………  第１０回繊維産業技能実習事業協議会 《オンライン》 

 

１月以降の 行事  

１月１１日 ………… 繊産連監査委員会（東京・繊維会館） 

１月１３日 ………… 繊産連役員総会（東京プリンスホテル） 

３月 ５日…………  綿工連綿’ｓ倶楽部全国交流会（横浜） 

３月１７～１８日 …… 第９回綿織物産地素材展（綿工連会館１階） 
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